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サマーセミナー2010

医療のＩＴ化と究極の監視社会

●午前の部（10時～12時）
　「税と社会保障共通番号制の問題点」
 　講師・坂本団弁護士（大阪弁護士会情報問題対策委員会委員長）
●午後の部（13時～15時）
　「明細書発行義務化について」
 講師・協会政策部講師団 
　「政府税制改革について」
 講師・協会経税部講師団

民　主 共　産 社　民 たちあがれ
（１）歯科診療報酬の10％以上の引き上げについて
【その他】 【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】
歯科医療の重要性に着目し、今後も診療報酬の
見直しをしてまいります。

歴代政権が歯科の診療報酬を不当に低く抑えて
きたために、多くの歯科診療所が経営難にあえ
いでいます。2010年度の報酬引き上げも不十分
な水準に終わっており、抜本的な引き上げが必
要です。

（２）歯科の保険範囲を拡大する
【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】
国民皆保険を基本とし、誰もが標準治療を保険
で受けられるよう、治験に対する評価を不断に
行い、その効果や安全性が確立したものについ
て、速やかに保険適用を行います。

歯科医療では、実績・効果もあり、広く用いら
れている治療法が保険外にとどめられ、患者は
保険で十分な治療が受けられず、高い自費負担
に苦しめられています。保険治療の大幅な拡大
が求められます。

（３）医療費明細書の発行を義務化しない
【その他】 【賛　成】 【反　対】 【反　対】
明細書の発行にあたっては、患者情報のセキュ
リティー保持とあわせ、関係者のご理解を得つ
つ、本来の目的である医療の透明化・平準化に
資するものでなければならないと考えます。

現行の明細書は、患者がもっとも知りたい医療
内容の情報を開示するものとなっておらず、医
療機関に混乱・負担をしいるだけとなっていま
す。情報提供のあり方や対象者について抜本的
に見直す必要があると考えます。

医療明細書の発行、カルテ開示等は、インフォ
ームドコンセントをすすめるうえで必要です。

（４）保険外併用療養費制度を拡大しない
【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】 【反　対】
（２）をご参照ください。
（混合診療＝保険外併用療養費制度と定義され
ておられるのでしょうか？）

混合診療の拡大は、「必要な治療はすべて保険で
給付する」という公的保険の原則を崩し、患者
の支払い能力による治療の格差を生みだしま
す。歯科の混合診療はすでに深刻であり、これ
以上の拡大は断固反対です。

ただし、保険範囲を同時に広げていくべき。

（５）行政手続法に則った適正な審査・指導を実施する
【その他】 【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】
地域医療を担う医療従事者の方々のご意見、ご
要望を真摯に承ってまいりたいと考えます。

地方厚生局の強権的な審査・指導・監査によ
り、開業医が自殺に追い込まれるなど深刻な事
態が起こっています。医師の人格を傷つけ、過
重な事務作業をしいる審査・指導はやめ、適正
なあり方に改めるべきです。

（６）歯科訪問診療料の時間要件（20分ルール）を廃止する
【その他】 【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】
進展する高齢社会において、歯科訪問診療の重
要性はますます増すと考えます。医療現場の実
態を幅広くお伺いしながら、問題点があれば改
善が必要と考えます。

患者の状態はさまざまであり、訪問診療料の算
定要件として、一律に「○○分以上」などの時
間を設定するのは実態にあわず、医療現場を混
乱させると考えます。不合理な時間要件は撤廃
すべきです。

（７）海外から輸入される歯科技工物についても、日本国内と同様に薬事法や歯科技工士法などに則った取り扱いとする
【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】 【賛　成】
歯科技工物のトレーサビリティーの基準を定め
るとともに、高い技能を持つ歯科技工士の評価
等についても見直しを検討します。

海外で製作される歯科技工物の安全性が問題と
なっているにもかかわらず、政府は検査・規制
をおこなわず、輸入量の把握すらしていませ
ん。海外技工物の規制のあり方を抜本的に見直
し、国民の安全を守るべきです。

　2010年参院選　歯科医療に関する政党アンケート

ご案内

テーマ　「閉塞の歯科界活性化を模索する」
趣　旨　  歯科医療管理の問題点を考究すると

共に初の支部懇親会を企画。
日　時　８月22日（日）午後１時～６時
場　所　大阪大学中之島センター
講　師　稲岡勲氏（経営コンサルタント・関
　　　　西支部理事）ほか
会　費　会員３千円　
　　　　　歯科衛生士・歯科技工士１千円　
　　　　　スタッフ１千円　会員外５千円
　　　　　懇親会５千円
申込先　福西歯科口腔外科
　　　　【℡06－6443－0723】
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保団連代議員会

構造改革の復活阻止・
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動の柱　　　　　　　
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第13回　日本歯科医療管理学会　
　　　　関西支部総会・学術大会

※自民・公明・国新・みんな・改革の各党からは回答がありませんでした

税と社会保障共通番号・日々レセプト・明細書発行
８月22日（日）10時～15時／Ｍ＆Ｄホール

　　※参加費無料（未入会勤務医１万円）
　　※午前・午後通しで参加の方には、お弁当を用意します


